














ad の 1 つである．このテクスト
の冒頭で，家長 Śaunaka は「何が知られたときに，この全てが知られるよ
うになるのか」（MuU.1.1.3）と聖仙 An・ giras に質問する．それに対して，




4Veda と 6Vedān・ ga に関する知識である（MuU.1.1.5）．
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ここでの対立する知識と行為とは，brahmavidyā と aparā のことである
（bhās
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ad に説かれる 2 種類の知識について同様の解





















































が aparā vidyā である．また，多くの先行研究がこの avara を “inferior” と










一方，後藤（2017:60）が MuU.1.1.2 10）の parāvarām を「高次・身近の［知
識］」と訳しているように，MuU.1.2.7 の avara を「身近なもの」などと中
立的／肯定的に解釈することも可能であると考える．その理由の 1 つとして，
avara が単純に「行為」と対応する形で説かれている点が挙げられる．







































間 口（2005） は，MuU.1.2.1 と MuU.2.1.1 の tad etad satyam は 祭 式
主義者と知者を対比させるための語句であり，An・ giras の語った内容が
MuU.3.2.11 の tad etat satyam によって要約されていると論じている．








以上のことから，「最終的に Brahman に到達し得る知識は parā vidyā で
































































































brahmacarya によって，この Ātman が獲得されるべきである．実に，
罪を欠く苦行者たちが見るそれは，身体の中において，輝く，光から成
るものである．
























































































































（KU.2.5，PU.1.9） や，vidyā と avidyā が 併 記 さ れ て い る 箇 所（ĪU.9–11，
KU.2.4，BĀU.4.4.10）を中心に，従来と異なる解釈が可能になると考える．
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ad, kritische Ausgabe mit 
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bhāradvājo  ’n・ girase parāvarām //「Brahmā が Atharvan に語ったその
brahmavidyā を，以前，Atharvan は An・ gir に語った．彼（An・ gir）は，



























































































































の mantra において，知者たちが見た諸々の行為，それらは 3 種のもの
において，種々に広がった．真実を望む者たちは，それら（行為）を毎
日行え．これは良く為された世界［を得る］ための，お前たちの道である」．
18）MuU.2.2.10（ ＝ KU.5.15, ŚU.6.14） に は，kuto ’yam agnih
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の拠り所である brahmavidyā を，長男である Atharvan に語った」．



































tam aśnute //「vidyā と avidyā を共に知る者，
その者は avidyā によって死を超え，vidyā によって不死を獲得する」．
Īśopanis
・







21）vratá の 語 は R
・
gveda で「 神 々 ／ 人 間 の 掟 」 を 指 す 言 葉 と し て 現
れ，限られた期間遵守する誓戒を意味するようにもなったとされて







































































hitam //「実に，かの Prajāpati の vrata を実践する者たち，彼ら



















ad のような哲学の台頭によって Veda 祭式の
価値が失われていったという見方を否定する辻の見解（辻 1990:34–35
参照）や，Tull（1989）の業説を補強するものとなり得る．
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